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(57)【要約】
走査駆動回路であって、従来の走査駆動回路と比較して
みると、本発明の走査駆動回路は、少量のクロック信号
と少量のトランジスタを使用するので、回路の信頼性を
大幅に向上させることができ、かつ設計コストと生産コ
ストを低減することもできる。本発明は、前記走査駆動
回路が設けられた有機発光表示装置も提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査駆動回路であって、選択信号を順に出力する第一走査駆動装置と、発信信号を順に
出力する第二走査駆動装置とを含み、前記第一走査駆動装置は、複数の第一カスケード接
続構造を含み、前記第二走査駆動装置は、複数の第二カスケード接続構造を含み、
　前記第一カスケード接続構造及び／又は前記第二カスケード接続構造中の各カスケード
接続構造は、
　前段のカスケード接続構造の走査信号出力端或いは走査信号入力端に接続される入力端
、第一クロック端に接続されるゲート端、及び出力端を含む第一トランジスタと、
　第一トランジスタの出力端に接続されるゲート端、第二クロック端に接続される入力端
、及び走査信号出力端に接続される出力端を含む第二トランジスタと、
　第一レベル端に接続される入力端、走査信号出力端に接続されるゲート端、及び出力端
を含む第三トランジスタと、
　第三トランジスタの出力端に接続される入力端、第一クロック端に接続されるゲート端
、及び第二レベル端に接続される出力端を含む第四トランジスタと、
　第一レベル端に接続される入力端、第三トランジスタの出力端に接続されるゲート端、
及び走査信号出力端に接続される出力端を含む第五トランジスタと、
　第一レベル端に接続される入力端、走査信号出力端に接続されるゲート端、及び出力端
を含む第六トランジスタと、
　第六トランジスタの出力端に接続される入力端、第一クロック端に接続されるゲート端
、及び第二レベル端に接続される出力端を含む第七トランジスタと、
　第一レベル端に接続される入力端、走査信号出力端に接続されるゲート端、及び駆動信
号出力端に接続される出力端を含む第八トランジスタと、
　駆動信号出力端に接続される入力端、第六トランジスタの出力端に接続されるゲート端
、及び第三レベル端に接続される出力端を含む第九トランジスタと、
　第二トランジスタのゲート端と出力端との間に接続される第一コンデンサーと、を含む
ことを特徴とする走査駆動回路。
【請求項２】
　前記第一カスケード接続構造及び前記第二カスケード接続構造中の各カスケード接続構
造の第一クロック端が受信する信号の周波数は、第二クロック端が受信する信号の周波数
と一致し、第一クロック端が受信する信号が高レベルである場合、第二クロック端が受信
する信号は、低レベルであり、第一クロック端が受信する信号が低レベルである場合、第
二クロック端が受信する信号は、高レベルである、ことを特徴とする請求項１に記載の走
査駆動回路。
【請求項３】
　前記第一トランジスタ、第二トランジスタ、第三トランジスタ、第四トランジスタ、第
五トランジスタ、第六トランジスタ、第七トランジスタ、第八トランジスタ、及び第九ト
ランジスタは、薄膜電界効果トランジスタである、ことを特徴とする請求項２に記載の走
査駆動回路。
【請求項４】
　前記第一レベル端と前記第六トランジスタのゲート端との間には、第二コンデンサーが
接続されている、ことを特徴とする請求項１に記載の走査駆動回路。
【請求項５】
　前記駆動信号出力端と前記第九トランジスタのゲート端との間には、第三コンデンサー
が接続されている、ことを特徴とする請求項１～４のうちいずれか１項に記載の走査駆動
回路。
【請求項６】
　前記第二レベル端と前記第九トランジスタのゲート端との間には、第三コンデンサーが
接続されている、ことを特徴とする請求項１～４のうちいずれか１項に記載の走査駆動回
路。



(3) JP 2017-503208 A 2017.1.26

10

20

30

40

50

【請求項７】
　前記第三レベル端及び前記第二レベル端は、同一のレベル端である、ことを特徴とする
請求項６に記載の走査駆動回路。
【請求項８】
　前記第三レベル端から入力される電圧は、前記第二レベル端から入力される電圧より小
さい、ことを特徴とする請求項６に記載の走査駆動回路。
【請求項９】
　前記第一レベル端から入力される電圧は、高レベルであり、前記第二レベル端及び第三
レベル端から入力される電圧は、低レベルである、ことを特徴とする請求項６に記載の走
査駆動回路。
【請求項１０】
　画素回路、データ駆動装置、及びタイミング制御装置を含む有機発光表示装置であって
、該有機発光表示装置は、請求項１～９のうちいずれか１項に記載の走査駆動回路を更に
含み、前記タイミング制御装置は、前記走査駆動回路の第一クロック端、第二クロック端
、走査信号入力端、第一レベル端、第二レベル端、及び第三レベル端に、タイミング信号
と高低レベル信号とを提供し、前記走査駆動回路の駆動信号出力端は、画素回路の駆動信
号入力端に接続され、駆動信号を出力することで有機発光表示装置の画素回路を駆動する
、ことを特徴とする有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、走査駆動回路に関し、特に、有機発光デバイスの画素回路の走査駆動に使用
される走査駆動回路、及び有機発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を発光デバイスとして備える表
示装置である。現在の主流のフラットパネル表示装置である薄膜トランジスタ液晶表示装
置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）と比較してみると、有機発光表示装置は、コントラストが高く、視
野角が広く、電力消費が少なく、容積が小さいという利点等を有しているので、ＬＣＤの
代わりに次世代のフラットパネル表示装置になることが期待されており、現在のフラット
パネル表示技術中で最も注目を集める技術の１つになっている。
【０００３】
　従来の有機発光表示装置は、データラインにデータ信号を提供するデータ駆動装置と、
一つの走査ラインに走査信号を順に提供する第一走査駆動装置と、もう１つの走査ライン
に走査信号を順に提供する第二走査駆動装置と、第一走査駆動装置及び第二走査駆動装置
にタイミング信号及び高低レベル信号を提供するタイミング制御装置と、複数個の画素の
表示ユニットとを含む。第一走査駆動装置及び第二走査駆動装置の作用は、表示パネルに
提供される駆動信号を順に生成することにより、表示パネル中の画素の輝度を制御するこ
とにある。
【０００４】
　しかしながら、従来の第一走査駆動装置及び第二走査駆動装置の各カスケード接続構造
は、比較的多数の入力クロック信号（少なくとも三つ）及び大量のトランジスタ（少なく
とも１０個）を含んでいるので、問題が発生するリスクが増加し、設計と生産とに関する
コストも増加し、製品の信頼性を確保することが難しい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、入力クロック信号とトランジスタの数量を低減することができる走査駆動
回路を提供する必要がある。本発明は、有機発光表示装置も提供する。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明の走査駆動回路は、選択信号を順に出力する第一走査駆動装置と、発信信号を順
に出力する第二走査駆動装置とを含み、前記第一走査駆動装置は、複数個の第一カスケー
ド接続構造を含み、前記第二走査駆動装置は、複数個の第二カスケード接続構造を含み、
前記第一カスケード接続構造又は／及び前記第二カスケード接続構造中の各カスケード接
続構造は、第一トランジスタ、第二トランジスタ、第三トランジスタ、第四トランジスタ
、第五トランジスタ、第六トランジスタ、第七トランジスタ、第八トランジスタ、第九ト
ランジスタ、及び第一コンデンサーを含む。第一トランジスタは、前段のカスケード接続
構造の走査信号出力端或いは走査信号入力端に接続される入力端、第一クロック端に接続
されるゲート端、及び出力端を含む。第二トランジスタは、第一トランジスタの出力端に
接続されるゲート端、第二クロック端に接続される入力端、及び走査信号出力端に接続さ
れる出力端を含む。第三トランジスタは、第一レベル端に接続される入力端、走査信号出
力端に接続されるゲート端、及び出力端を含む。第四トランジスタは、第三トランジスタ
の出力端に接続される入力端、第一クロック端に接続されるゲート端、及び第二レベル端
に接続される出力端を含む。第五トランジスタは、第一レベル端に接続される入力端、第
三トランジスタの出力端に接続されるゲート端、及び走査信号出力端に接続される出力端
を含む。第六トランジスタは、第一レベル端に接続される入力端、走査信号出力端に接続
されるゲート端、及び出力端を含む。第七トランジスタは、第六トランジスタの出力端に
接続される入力端、第一クロック端に接続されるゲート端、及び第二レベル端に接続され
る出力端を含む。第八トランジスタは、第一レベル端に接続される入力端、走査信号出力
端に接続されるゲート端、及び駆動信号出力端に接続される出力端を含む。第九トランジ
スタは、駆動信号出力端に接続される入力端、第六トランジスタの出力端に接続されるゲ
ート端、及び第三レベル端に接続される出力端を含む。第一コンデンサーは、第二トラン
ジスタのゲート端と出力端との間に接続される。
【０００７】
　本発明の一実施例において、前記第一カスケード接続構造及び前記第二カスケード接続
構造中の各カスケード接続構造の第一クロック端が受信した信号の周波数は、第二クロッ
ク端が受信した信号の周波数と一致する。第一クロック端が受信した信号が高レベルであ
る場合、第二クロック端が受信した信号は、低レベルであり、第一クロック端が受信した
信号が低レベルである場合、第二クロック端が受信した信号は、高レベルである。
【０００８】
　本発明の一実施例において、前記第一トランジスタ、第二トランジスタ、第三トランジ
スタ、第四トランジスタ、第五トランジスタ、第六トランジスタ、第七トランジスタ、第
八トランジスタ、及び第九トランジスタは、薄膜電界効果トランジスタである。
【０００９】
　本発明の一実施例において、前記第一レベル端と前記第六トランジスタのゲート端との
間には、第二コンデンサーが接続されている。
【００１０】
　本発明の一実施例において、前記第二レベル端と前記第九トランジスタのゲート端との
間には、第三コンデンサーが接続されている。
【００１１】
　本発明の一実施例において、前記駆動信号出力端と前記第九トランジスタのゲート端と
の間には、第三コンデンサーが接続されている。
【００１２】
　本発明の一実施例において、前記第三レベル端と前記第二レベル端とは、同一のレベル
端である。
【００１３】
　本発明の一実施例において、前記第三レベル端から入力された電圧は、前記第二レベル
端から入力された電圧より低い。
【００１４】
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　本発明の一実施例において、前記第一レベル端から入力された電圧は、高レベルであり
、前記第二レベル端及び第三レベル端から入力された電圧は、低レベルである。
【００１５】
　前記走査駆動回路は、二個のクロック信号及び九個のトランジスタのみを含んでいる。
この数量は、従来の走査駆動回路の部品数より少ないので、回路の信頼性を大幅に向上さ
せることができ、かつ設計コストと生産コストを低減することもできる。
【００１６】
　有機発光表示装置は、画素回路、データ駆動装置、及びタイミング制御装置を含み、か
つ上述した走査駆動回路も含む。前記タイミング制御装置は、前記走査駆動回路の第一ク
ロック端、第二クロック端、走査信号入力端、第一レベル端、第二レベル端、及び第三レ
ベル端に、タイミング信号と高低レベル信号を提供する。前記走査駆動回路の駆動信号出
力端は、画素回路の駆動信号入力端に接続され、かつ駆動信号を出力することで、有機発
光表示装置の画素回路を駆動する。
【発明の効果】
【００１７】
　前記走査駆動回路を採用した有機発光表示装置は、少量のトランジスタを使用するので
、製品の信頼性を大幅に向上させることができ、かつ設計コストと生産コストを低減する
こともできる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第一実施例に係る走査駆動回路の第一走査駆動装置に関するモジュール
を示す図である。
【図２】図１に示された第一走査駆動装置中の１個のカスケード接続構造の回路を示す図
である。
【図３】図１に示された第一走査駆動装置の一部分の信号のタイミングを示す図である。
【図４】本発明の第二実施例に係る走査駆動回路の第一走査駆動装置中の１個のカスケー
ド接続構造の回路を示す図である。
【図５】本発明の第三実施例に係る走査駆動回路の第一走査駆動装置中の１個のカスケー
ド接続構造の回路を示す図である。
【図６】本発明の実施例に係る有機発光表示装置の回路モジュールを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面により本発明の具体的な実施例を詳細に説明する。下記明細書において、理
解を容易にするために、信号ポートの符号を引用することで、当該信号を示す。
【００２０】
　（実施例１）
　図１及び図２は、本実施例に係る走査駆動回路である。該走査駆動回路は、選択信号を
順に出力する第一走査駆動装置と、発信信号を順に出力する第二走査駆動装置とを含む。
第一走査駆動装置は、複数個の第一カスケード接続構造を含み、第二走査駆動装置は、複
数個の第二カスケード接続構造を含む。第一カスケード接続構造及び／又は第二カスケー
ド接続構造の各カスケード接続構造は、下記のような構造を含むことができる。該実施例
において、第一カスケード接続構造及び第二カスケード接続構造中の各カスケード接続構
造は、いずれも、第一トランジスタＭ１、第二トランジスタＭ２、第三トランジスタＭ３
、第四トランジスタＭ４、第五トランジスタＭ５、第六トランジスタＭ６、第七トランジ
スタＭ７、第八トランジスタＭ８、第九トランジスタＭ９、第一コンデンサーＣ１、第二
コンデンサーＣ２、第三コンデンサーＣ３、走査信号入力端ＩＮ、走査信号出力端ＯＵＴ
、第一クロック端ＣＬＫ１、第二クロック端ＣＬＫ２、第一レベル端ＶＧＨ、第二レベル
端ＶＧＬ１、第三レベル端ＶＧＬ２、及び駆動信号出力端ＥＭを含む。
【００２１】
　第一トランジスタＭ１は、前段のカスケード接続構造の走査信号出力端ＯＵＴ又は走査



(6) JP 2017-503208 A 2017.1.26

10

20

30

40

50

信号入力端ＩＮに接続される入力端、第一クロック端ＣＬＫ１に接続されるゲート端、及
び出力端を含む。第二トランジスタＭ２は、第一トランジスタＭ１の出力端に接続される
ゲート端、第二クロック端ＣＬＫ２に接続される入力端、及び走査信号出力端ＯＵＴに接
続される出力端を含む。第三トランジスタＭ３は、第一レベル端ＶＧＨに接続される入力
端、走査信号出力端ＯＵＴに接続されるゲート端、及び出力端を含む。第四トランジスタ
Ｍ４は、第三トランジスタＭ３の出力端に接続される入力端、第一クロック端ＣＬＫ１に
接続されるゲート端、及び第二レベル端ＶＧＬ１に接続される出力端を含む。第五トラン
ジスタＭ５は、第一レベル端ＶＧＨに接続される入力端、第三トランジスタＭ３の出力端
に接続されるゲート端、及び走査信号出力端ＯＵＴに接続される出力端を含む。第六トラ
ンジスタＭ６は、第一レベル端ＶＧＨに接続される入力端、走査信号出力端ＯＵＴに接続
されるゲート端、及び出力端を含む。第七トランジスタＭ７は、第六トランジスタＭ６の
出力端に接続される入力端、第一クロック端ＣＬＫ１に接続されるゲート端、及び第二レ
ベル端ＶＧＬ１に接続される出力端を含む。第八トランジスタＭ８は、第一レベル端ＶＧ
Ｈに接続される入力端、走査信号出力端ＯＵＴに接続されるゲート端、及び駆動信号出力
端ＥＭに接続される出力端を含む。第九トランジスタＭ９は、駆動信号出力端ＥＭに接続
される入力端、第六トランジスタＭ６の出力端に接続されるゲート端、及び第三レベル端
ＶＧＬ２に接続される出力端を含む。
【００２２】
　第一トランジスタＭ１のゲート、第四トランジスタＭ４のゲート、及び第七トランジス
タＭ７のゲートは、短絡され、第一トランジスタＭ１の第二極、第二トランジスタＭ２の
ゲート、及び第一コンデンサーＣ１の第一端は、短絡され、第二トランジスタＭ２の第二
極、第三トランジスタＭ３のゲート、第五トランジスタＭ５の第二極、第六トランジスタ
Ｍ６のゲート、第八トランジスタＭ８のゲート、第一コンデンサーＣ１の第一端、及び第
二コンデンサーＣ２の第二端は、短絡され、第三トランジスタＭ３の第一極、第五トラン
ジスタＭ５の第一極、第六トランジスタＭ６の第一極、第八トランジスタＭ８の第一極、
及び第二コンデンサーＣ２の第一端は、短絡され、第三トランジスタＭ３の第二極、第四
トランジスタＭ４の第一極、及び第五トランジスタＭ５のゲートは、短絡され、第四トラ
ンジスタＭ４の第二極、第七トランジスタＭ７の第二極、第三コンデンサーＣ３の第二端
は、短絡され、第六トランジスタＭ６の第二極、第七トランジスタＭ７の第一極、第三コ
ンデンサーＣ３の第一端、及び第九トランジスタＭ９のゲートは、短絡され、第八トラン
ジスタＭ８の第二極及び第九トランジスタＭ９の第一極は、短絡される。
【００２３】
　第一トランジスタＭ１の第一極は、走査信号入力端ＩＮに接続され、第二トランジスタ
Ｍ２の第二極は、走査信号出力端ＯＵＴに接続され、第一トランジスタＭ１のゲートは、
第一クロック端ＣＬＫ１に接続され、第二トランジスタＭ２の第一極は、第二クロック端
ＣＬＫ２に接続され、第三トランジスタＭ３の第一極は、第一レベル端ＶＧＨに接続され
、第四トランジスタＭ４の第二極は、第二レベル端ＶＧＬ１に接続され、第九トランジス
タＭ９の第二極は、第二低レベル信号入力端ＶＧＬ２に接続され、第八トランジスタＭ８
の第二極は、駆動信号出力端ＥＭに接続される。
【００２４】
　高レベル信号は、第一レベル端ＶＧＨから入力され（第一レベル端ＶＧＨの入力電圧は
、正電圧であると理解することができる）、第一クロック信号は、第一クロック端ＣＬＫ
１から入力され、第二クロック信号は、第二クロック端ＣＬＫ２から入力され、走査信号
は、走査信号入力端ＩＮから入力され、第一低レベル信号は、第二レベル端ＶＧＬ１から
入力され（第二レベル端ＶＧＬ１の入力電圧は、負電圧であると理解することができる）
、第二低レベル信号は、第二低レベル信号入力端ＶＧＬ２から入力され（第二低レベル信
号入力端ＶＧＬ２の入力電圧は、負電圧であると理解することができる）、駆動信号は、
駆動信号出力端ＥＭから出力され、出力走査信号は、走査信号出力端ＯＵＴから出力され
る。
【００２５】
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　第一トランジスタＭ１、第二トランジスタＭ２、第三トランジスタＭ３、第四トランジ
スタＭ４、第五トランジスタＭ５、第六トランジスタＭ６、第七トランジスタＭ７、第八
トランジスタＭ８、及び第九トランジスタＭ９は、電界効果トランジスタであり、好まし
くはＰチャンネル型電界効果トランジスタである。より具体的には、これらは薄膜電界効
果トランジスタ（ＴＦＴ）であり、好ましくは、Ｐチャンネル型薄膜電界効果トランジス
タである。
【００２６】
　前記走査駆動回路の第一走査駆動装置及び第二走査駆動装置の各カスケード接続構造は
、いずれも九個のトランジスタを含み、かつ二個のクロック信号のみを使用するので、該
走査駆動回路に使用されるトランジスタの数量を削減できる。これにより、製品の信頼性
を大幅に向上させることができ、かつ製品の設計コストと生産コストを低減することもで
きる。第六トランジスタＭ６、第七トランジスタＭ７、第八トランジスタＭ８、及び第九
トランジスタＭ９が存在することにより、該走査駆動回路の駆動信号出力端ＥＭからの出
力をより正確・安定にすることができる。
【００２７】
　なお、走査信号出力端ＯＵＴに負荷コンデンサーが接続されている場合、第二コンデン
サーＣ２及び第三コンデンサーＣ３を省略することができる。該実施例において、第二コ
ンデンサーＣ２及び第三コンデンサーＣ３を設置することにより、第一レベル端ＶＧＨ、
第二レベル端ＶＧＬ１、第三レベル端ＶＧＬ２の電流値を減少させることができる。
【００２８】
　以下、第一走査駆動装置を例として、複数個のカスケード接続構造の接続関係を具体的
に説明する。
【００２９】
　第一走査駆動装置は、Ｎ段のカスケード接続構造を含み、一段目のカスケード接続構造
の走査信号出力端は、二段目のカスケード接続構造の走査信号入力端に接続され、二段目
のカスケード接続構造の走査信号出力端は、三段目のカスケード接続構造の走査信号入力
端に接続され、……、Ｎ－１段目のカスケード接続構造の走査信号出力端は、Ｎ段目のカ
スケード接続構造の走査信号入力端に接続される。
【００３０】
　奇数段目のカスケード接続構造の第一クロック端及び偶数段目のカスケード接続構造の
第二クロック端は、短絡され、奇数段目のカスケード接続構造の第二クロック端及び偶数
段目のカスケード接続構造の第一クロック端は、短絡される。
【００３１】
　第一クロック信号ＣＬＫ１は、一段目のカスケード接続構造の第一クロック端から入力
され、第二クロック信号ＣＬＫ２は、一段目のカスケード接続構造の第二クロック端から
入力される。
【００３２】
　各段のカスケード接続構造の駆動信号出力端は、それぞれ駆動信号ＥＭ.１、ＥＭ.２、
ＥＭ.３、……、ＥＭ.Ｎを、有機発光表示装置の複数個の画素回路に出力することにより
、有機発光表示装置の画素回路が発光するようにする。
【００３３】
　以下、図面により、すなわち図１、図２、及び図３により、回路の一周期Ｔ内の作動過
程を説明する。第一レベル端ＶＧＨから入力される電圧は、高レベルであり、第二レベル
端ＶＧＬ１及び第三レベル端ＶＧＬ２から入力される電圧は、低レベルである。第一カス
ケード接続構造及び第二カスケード接続構造中の各カスケード接続構造の第一クロック端
ＣＬＫ１が受信する信号の周波数は、第二クロック端ＣＬＫ２が受信する信号の周波数と
一致する。第一クロック端ＣＬＫ１が受信する信号が高レベルである場合、第二クロック
端ＣＬＫ２が受信する信号は、低レベルであり、第一クロック端ＣＬＫ１が受信する信号
が低レベルである場合、第二クロック端ＣＬＫ２が受信する信号は、高レベルである。こ
れは、第一カスケード接続構造及び第二カスケード接続構造中の各カスケード接続構造の
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第一クロック端ＣＬＫ１及び第二クロック端ＣＬＫ２がそれぞれ受信する信号の位相が、
互いに逆になることを意味する。理解を容易にするために、信号端の符号を引用して当該
信号を示す。すなわち、走査信号は、ＩＮ、出力走査信号は、ＯＵＴ、第一クロック信号
は、ＣＫＬ１、第二クロック信号は、ＣＬＫ２、駆動信号は、ＥＭとする。また、部品表
示符号を使って異なる部品を区別する。例えば、第一トランジスタＭ１は、トランジスタ
Ｍ１であり、第一コンデンサーＣ１は、コンデンサーＣ１である。
【００３４】
　一つ目のクロック周期ｔ１内において、第一クロック端ＣＬＫ１が受信するクロック（
すなわちＣＬＫ１）は、低レベルであり、トランジスタＭ１、Ｍ４、Ｍ７は、オン状態に
なり、ＩＮは、低レベルであり（コンデンサーＣ１は、充電される）、第二クロック端Ｃ
ＬＫ２が受信するクロック（すなわちＣＬＫ２）は、高レベルであり、トランジスタＭ２
は、オン状態になり、出力走査信号ＯＵＴは、高レベルである。トランジスタＭ７がオン
状態になることにより、トランジスタＭ９のゲートも低レベルになり、Ｍ９は、オン状態
になり、ＥＭは、低レベルである。
【００３５】
　二つ目のクロック周期ｔ２内において、ＣＬＫ１は、高レベルであり、トランジスタＭ
１、Ｍ４、Ｍ７は、オフ状態になり、コンデンサーＣ１は、放電し、ＣＬＫ２は、低レベ
ルである。コンデンサーＣ１のカップリング作用により、トランジスタＭ２のゲートは、
引続きより低い低レベルになり、Ｍ２は、オン状態になり、Ｍ３は、オン状態になり、Ｍ
５は、オフ状態になるので、ＯＵＴは、低レベルである。Ｍ２がオン状態になることによ
り、トランジスタＭ６及びＭ８は、オン状態になり、トランジスタＭ９がオフ状態になる
ので、ＥＭは、高レベルである。
【００３６】
　三つ目のクロック周期ｔ３内において、ＣＬＫ１は、低レベルであり、ＣＬＫ２は、高
レベルである。トランジスタＭ１、Ｍ４、Ｍ７はオン状態になり、ＩＮは、高レベルであ
ることにより、トランジスタＭ２は、オフ状態になる。トランジスタＭ４がオン状態にな
ることにより、Ｍ５は、オン状態になり（コンデンサーＣ２は、充電される）、ＯＵＴは
、高レベルである。トランジスタＭ７がオン状態になることにより、トランジスタＭ９の
ゲートは、低レベルになり（コンデンサーＣ３は、充電される）、トランジスタＭ９は、
オン状態になり、ＥＭは、低レベルである。
【００３７】
　四つ目のクロック周期ｔ４内において、ＣＬＫ１は、高レベルであり、ＣＬＫ２は、低
レベルであり、ＩＮは、高レベルである。トランジスタＭ１、Ｍ２、Ｍ４、Ｍ７がオフ状
態になることにより、Ｍ３、Ｍ５は、オフ状態になり、コンデンサーＣ２は、放電するの
で、ＯＵＴは、高レベルになる。コンデンサーＣ３が放電することにより、Ｍ９は、オン
状態になり、ＥＭは、低レベルである。
【００３８】
　上述したとおり、ＯＵＴが残りの走査周期時間でずっと高レベルであり、ＥＭが残りの
走査周期時間でずっと低レベルであることにより、駆動信号ＥＭの出力、及び走査信号Ｉ
Ｎが一つのクロック信号だけシフトすることを実現することができる（ＯＵＴは、ＩＮよ
り一つのクロック周期だけ後にシフトする）。
【００３９】
　ＯＵＴがＩＮより一個のクロック周期だけ後にシフトし、ＣＬＫ１とＣＬＫ２が奇数と
偶数で交替する形で、各段のカスケード接続構造に接続され、かつＣＬＫ１とＣＬＫ２の
交替によって、高レベルと低レベルが交替するので、ＣＬＫ１、ＣＬＫ２が、ＯＵＴと同
期的にシフトすることが実現され、各段のカスケード接続構造は、いずれも所望の駆動信
号（ＥＭ.１、ＥＭ.２、ＥＭ.３、……、ＥＭ.Ｎ）を出力することができる。
【００４０】
　上述した走査駆動回路は、二つのクロック信号及び９個のトランジスタのみを用い、部
品の数量が従来の走査駆動回路より少ないので、回路の信頼性を大幅に向上させることが
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でき、かつ設計コストと生産コストを低減することもできる。
【００４１】
　（実施例２）
　図４を参照すると、本実施例において、第一低レベル信号（ＶＧＬ１）及び第二低レベ
ル信号（ＶＧＬ２）は、同一の低レベル信号である。すなわち、第二低レベル信号入力端
ＶＧＬ２は、第二レベル端ＶＧＬ１に接続され、これは、第九トランジスタＭ９の第二極
が、直接第二レベル端ＶＧＬ１に接続されることに相当する。このとき、第一低レベル信
号（ＶＧＬ１）及び第二低レベル信号（ＶＧＬ２）の入力電圧が、同一となる。回路が作
動する過程において、第七トランジスタＭ７が、オン状態になるとともに、第九トランジ
スタＭ９のゲートが、ｖｇｌ１＋Ｖｔｈ（ｖｇｌ１は、第一低レベル信号の電圧値であり
、Ｖｔｈは、Ｐチャンネル型薄膜電界効果トランジスタの閾値電圧の絶対値である）にな
るので、第九トランジスタＭ９は、オン状態になる。このとき、第九トランジスタＭ９の
ソースも低レベル（ｖｇｌ１）になり、これは、第九トランジスタＭ９のゲートとドレイ
ンとが短絡することに相当し、第九トランジスタＭ９は、ダイオード接続を形成する。し
たがって、第九トランジスタＭ９のソースが出力する電圧は、ｖｇｌ１＋Ｖｔｈになり、
駆動信号は、所望の電圧ｖｇｌ１よりＶｔｈだけ高いことになる。駆動信号出力端ＥＭが
出力する駆動信号がｖｇｌ１になるようにするため、他の実施例における駆動過程におい
て、第二低レベル信号の電圧値（ｖｇｌ２）を第一低レベル信号の電圧値（ｖｇｌ１）よ
り小さくする。好ましくは、第二低レベル信号の電圧値（ｖｇｌ２）を第一低レベル信号
の電圧値（ｖｇｌ１）よりＶｔｈだけ小さくする。
【００４２】
　説明したいことは、走査信号出力端ＯＵＴに負荷コンデンサーが接続されている場合、
第二コンデンサーＣ２を省略することができるが、第三コンデンサーＣ３を省略すること
はできない。第三コンデンサーＣ３は、第九トランジスタＭ９のゲート電圧を安定させる
作用を奏する。
【００４３】
　走査信号ＩＮは、一つの走査周期Ｔ内の一つ目のクロック周期ｔでは低レベル信号であ
り、クロック残りの時間には高レベル信号である。走査信号ＩＮが低レベル信号である場
合、第一クロック信号ＣＬＫ１も低レベル信号である。第一クロック信号ＣＬＫ１及び第
二クロック信号ＣＬＫ２は、周波数が一致するが、第一クロック信号ＣＬＫ１が高レベル
信号であるとき、第二クロック信号ＣＬＫ２は、低レベル信号であり、第一クロック信号
ＣＬＫ１が低レベル信号であるとき、第二クロック信号ＣＬＫ２は、高レベル信号である
。すなわち、第一クロック信号ＣＬＫ１及び第二クロック信号ＣＬＫ２は、高低レベルが
交替する状態になっており、走査信号ＩＮは、一つの走査周期Ｔ内において、まず一つ目
のクロック周期ｔで第一クロック信号ＣＬＫ１と共に低レベルになる。
【００４４】
　（実施例３）
　本実施例において、第三コンデンサーＣ３の接続方法のみを改変することで、出力信号
ＥＭが、迅速に高レベルに変換されるようにすることができる。具体的には、第三コンデ
ンサーＣ３を駆動信号出力端ＥＭと第九トランジスタＭ９のゲート端との間に接続するこ
とであり、これは、図５を参照することができる。
【００４５】
　説明したいことは、走査信号出力端ＯＵＴに負荷コンデンサーが接続されている場合、
第二コンデンサーＣ２を省略することはできるが、第三コンデンサーＣ３を省略すること
はできない。第三コンデンサーＣ３は、ポジティブフィードバックの作用を奏する。
【００４６】
　回路が作動する過程において、一つ目のクロック周期ｔ１から二つ目のクロック周期ｔ
２に入るとき、第三コンデンサーＣ３の両端の電圧変化とポジティブフィードバック作用
により、出力信号ＥＭは、低レベルから高レベルに迅速に変換されることができる。二つ
目のクロック周期ｔ２から三つ目のクロック周期ｔ３に入るとき、第三コンデンサーＣ３
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ら低レベルに迅速に変換されることができる。本実施例において、第三コンデンサーＣ３
のポジティブフィードバック作用を利用することにより、高低レベルの出力をより迅速で
より安定にすることができる。したがって、駆動回路の負荷搭載能力と高低レベルの変換
能力を向上させ、出力される高低レベルを、電源のレベルにより接近させることができる
。
【００４７】
　図６は、本発明に係る有機発光表示装置を示している。該有機発光表示装置は、前記実
施例１、実施例２、或いは実施例３の走査駆動回路、及び有機発光表示装置の複数の画素
回路１１２を含む。該走査駆動回路は、第一走査駆動装置１１０及び第二走査駆動装置１
１６を含む。第一走査駆動装置１１０の各段のカスケード接続構造の駆動信号出力端（Ｅ
Ｍ.１、ＥＭ.２、ＥＭ.３、……、ＥＭ.Ｎ）は、それぞれ、有機発光表示装置の画素回路
１１２の駆動信号入力端に接続され、駆動信号（ＥＭ.１、ＥＭ.２、ＥＭ.３、……、Ｅ
Ｍ.Ｎ）をそれぞれ出力することで、有機発光表示装置の画素回路１１２を駆動する。
【００４８】
　前記有機発光表示装置は、データ駆動装置１１４及びタイミング制御装置１１８を更に
含む。データ駆動装置１１４は、有機発光表示装置の画素回路１１２にデータ信号を提供
し、第二走査駆動装置１１６は、有機発光表示装置の画素回路１１２に走査信号を提供し
、タイミング制御装置１１８は、第一走査駆動装置１１０及び第二走査駆動装置１１６の
第一クロック端、第二クロック端、走査信号入力端、第一レベル端、第二レベル端、及び
第三レベル端に、タイミング信号と高低レベル信号を提供し、ＥＬＶＤＤは、有機発光表
示装置のすべての画素回路１１２に電源信号を提供する。
【００４９】
　前記走査駆動回路を採用する有機発光表示装置は、製品の信頼性を大幅に向上させるこ
とができ、かつ製品の設計コストと生産コストを低減することもできる。
【００５０】
　上述した実施例で、本発明の好適な実施例を詳述してきたが、本発明の構成は、上記の
実施例に限定されるものではない。したがって、本技術分野の一般の技術者が本発明の要
旨を逸脱しない範囲内でなし得る設計の変更等も本発明に含まれることは勿論である。す
なわち、本発明の保護範囲は、特許請求の範囲が定めたものを基準にする。
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